

































































































































































































































































































































となる。このうち經書・史書・詩文は、四部分類の經部・史部・集部に該當するが、子部は部立てされずそのかわり、事類・字書・雜書・醫書・兵書・道書・佛書が別に部立てされている。このような分類 四部分類を想定したうえでのものか、あるいは全く獨自の見解によって構想されたものであ のかについては、まず既成の書目類との比較によってある程度の見通しを得たいと考える。なお『經籍志』においては「部」という語は使用されないが、部・類・屬 分類次元に從えば各項目は部に相當する。　
經書・史書・詩文については、いかなる漢籍がそこに配當されるかは別とし 、部目の名稱としては明晰である。つまり















































































から三番までは『通志堂經解』ほぼ全部を掲げるが 子目の順序は混亂してい 。なかでも唐本四書類については、 解本を除いても八十五點を數え、加賀前田氏の支藩大聖寺藩舊藏本におけ 唐本 書類約九十點に迫る量を持つ點、特筆 値しよう。大聖寺本と重複するものが十二點であれば、百六十三點の四書文獻が舶載されたことに る。文政初期鈔本である『林家書目』
（内閣文庫藏）
中の四書類漢籍が、和刻本を含めて百四十八點であることを考えれば、唐本四書文獻への地方大
名の關心の高さが推量されるのである。これは四書類に限らず漢籍全般へ 關心として、鍋島本藩收集漢籍千二百七十九という成果となって現れる。そのことは各部に配當された漢籍への認識を檢討する資料 多 いう利點ともなり、 稿における以下 檢討に量的信頼度を高める結果ともなろう。全三百六十五點　
以下、 『經籍志』經書において本來經部に分類される漢籍以外の漢籍を、四部分類別に抽出すると以下のようになる。
　

































『性理大全彙要』 『大學衍義補纂要』 『大學衍義』 『大學衍義補』 『性理節要』 『聖學心法』
　　
『小學存是詳註』 『孝經・忠經』 孝經衍義』 『性理大全 三部『孔子家語』 『儒宗理要』
　　
























『朱子大全私鈔 朱子大全』 『龜山先生集 陸象山集』 『吳臨川集』 『豫章文集』
　　











は『直齋書錄解題』 『文獻通考』經籍考などにみえるが、いずれも集部 屬する。史部に入るのは『總目』からである。これを經部に配置するのは、朱子 人物の評價 に關わると思わ るが そのことは 傳記類や子部儒家類、さらには集部別集類などにみえ 宋學關係書全體を卷き込んで鮮明に現れる事例である。　
史部傳記類は評價が複數に分かれるようである。 『春秋列傳』明劉節編は思想書としての『春秋』ではなく、春秋時代の















存是詳註』 『孝經』 『忠經』の三書を一項目に入れており、啓蒙的三書合册本といえよう。尊經閣に『孝經忠經存是詳註』がある。　『聖學心法』明成祖撰は、 『提要』に君臣父子の道を經史子集から抜粹して説いたものといい、 『教家要畧』明姚儒編は啓蒙書として家訓や勸善書等から抜粹した類い 文獻であろう。 『提要』子部雜家に同系と思われる『教家類纂』がある。　『儒宗理要』淸張能鱗撰は、宋の五子
（周敦頤・張載・程顥・程頤・朱熹）
の著述を分類編輯したもので、 『提要』に「別無發
明」という。 『五子懼承錄』淸黃馨原撰は前書同樣五子の著述を選擇して編輯したものであるが、金谿・姚江・釋氏の學についても附錄する。 『聖學十圖 朝鮮李滉 、宋學の命題を李滉が圖示 解説 、これらは全て宋學關連文獻である。　『朱子語畧』 『近思錄』の二書は言うまでも無く朱熹の文獻である。　『太極圖説論』淸王嗣槐撰は、天道・人道を老子説を引いて説くもので、純粹の宋學ではないが、周敦頤『太極圖』に關連して記錄される。　子部醫家類の『性命圭旨』宋尹淸和撰・ 『性命圭旨定本』明誰醒撰は、いずれも『經籍志』に「此書當入道書」と書き入






で、教育書である。 『時習新知 明郝敬撰は、朱子學の格物窮理を非とし、他 宋學派も列擧して批判する。陽明學系の書
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とするべきであろう。 『理學就正言』淸祝文彦撰は、儒道同源とし孔老を合體せしめようとする。本書を經學に配置するについては、 「理學」の語に判斷の基準を置くかもしれないが、違和感はある。 『千一疏』明程涓撰は、全書を化理・輿地・學詮等二十二項目に分け、各項ごとに説明を加えたもので、特に經學關係を特徵付ける素因は見いだしにくい。雜家類こそふさわしいが、各 の説明が懇切で初學者のために効果ありとするにしても、經書に配當するのはこじつけのようにも思われる。なお本書は記述に「狂虜」 「戎虜」等 蔑稱がみられ、全燬書と認定されたものである。　
集部別集類は全十二點である。 『朱子大全私鈔』 ・ 『朱子大全』 ・ 『朱子遺書』三書全宋朱熹撰・ 『龜山先生集』宋楊時撰・































































































































子部雜家類については、 『天祿閣寓言外史』漢黃憲撰は『提要』に明人王逢年の偽託書で、 『左傳』 『國語』 『史記』等に文









當する。さらに別編として詩集があり、これも詩體によっ 著作を載せ 形式である。文字で書かれたものを全て するような思想性がここで作用 いる は考えにくく、書名に附された「史」に引かれ ものであろう。
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等典古を 集したものが既に有り、その種の類書は『太平御覽』一千卷において極盛に至る。その後百科全書的なもの、あるいは日用の便覽 ようなも も含まれ ようになり 多樣な事項を分 して集成したものとして 性格付けが定着する『宋志』にみえる『故事類要』の書名が事類の内容を自ずと説明しているようである。　『新唐書』藝文志類書類に玄宗『事類』 ・白居易『白氏經史事類』があり、 『宋志』類事類には邊崖『類事』のほか吳淑


















































































る過激な文獻として著名 冒頭「遺史世紀」でいえば、各卷前に總論を置き、項目として「九國分爭」 「混一諸侯」等を立て、さらに小題とし 「東周」 「西周」等を立て、さら そ ぞれに著者の論説が加えられている。これが類書に近いと言えばいえるかもしれないが、史評類にも該當しそうな内容である。 『名山藏』明何喬遠編は、明代の人物について、典謨記・坤則記・開聖記・繼體記等三十七記に區分して記述するもの 藏書』における形式に類する 分もなしとしないが、この點は漢籍分類 おける形態か内容かの論議 も關わ 問題點であろう。　
史部史鈔類の『唐荊川左編』明唐順之編は、自序に「左編者爲治法而纂也」という。君・相・名臣・謀臣・將等二十六の




るが疎略でもあると『提要』にいう。 『君臣相遇傳』撰者未詳については、 『提要』に宋の韓琦の事跡を載せたもので、家傳・別錄・遺事等の類別に則して記述されるという。兩書ともに部類を立 て記述された點に、類書との相關を認めたものであろう。　
史部地理類『大明一統志』明李賢等奉勅撰は、京師から外夷まで行政區分に從って、沿革・山川・土産・學校・陵墓・名





子部農家類は『農政全書』明徐光啓撰である。 提要』に「總括農家諸書、裒爲一集」とあり、農本 田制 農事・水利
等に分けて記述は詳細完備したものという。　
子部雜家類について、 聞雁齋筆談』明張大復撰は、 『提要』に蘇軾の『志林』に倣ったもので、 「多似古人雜帖短跋之
格」という。小題を附して隨時記述す らしいが、類別引証等はない。 『遵生八牋 明高濂撰は、全十九卷を淸修妙論・四時調攝・起居安樂等の八目に分かち、道教隱逸に關わる内容という。 『人鏡陽州』明汪廷訥撰は、全編 忠・孝・義・節の四部に分かち、それぞれに「勲猷」 「戦伐」等の類目を置き 人名と挿圖を配置して古典籍から挿話を載せ 。部類立てがある點類書に近い形態といえよ 。 『
琊代醉』明張鼎思編は『提要』に諸史百家の文を雜鈔したものという。各卷項目





たもので、同じく李昉による『太平御覽』編纂と類するところがあろう。 『世説新語』劉宋劉義慶撰は後漢から東晉にいたる逸事を德行・言語・政事等三十八門に分類して集成したものであり、 『虞初志』明闕名編は明代成立の異聞集成本でおおむね唐代傳奇を全八卷に纏めてい 。分 は不明であるが、前記兩書の内容と近く、それをもって事類に配當したものか。










（たとえば初編では「風」 「調」 「雨」 「順」 ）
があって、それ
ぞれに曲名をあげて該當部分を抜粹しているようである。勸善懲惡を旨とするようであるが、實見文獻は『新訂時調崑腔綴白裘』といい、 『經籍志』本と同本であるとは斷定できない。 『紫釵記』明湯顯祖撰は各章の題辭を掲げるが、こ は通俗小説に多く見られる形式である。いずれにせよ この種の文獻は扱いが困難であ　














の屬等が配當されるのも首肯される。 『宋志』雜藝術類 畫・射・棋・馬等 あって書は いが、經部小學類 は『説文』 『爾雅』等の訓古字書が著錄され、一方では庾肩吾『書品』や顔眞卿 筆法 を著錄すると同時 、金石關係の歐陽脩『集古錄跋尾』や呂大臨『考古圖』等に關わって羅點『淸勤堂法帖』黃伯思『法帖刊誤』等の法帖の類も含まれる。　『明志』に至って小學類から藝術書關係文獻が消え、楊愼『書品』や周英『書纂』等は藝術類に含まれることとなった。一方藝術類には醫學書をも含む點、藝に對する技術としての認識の表れであろう。 『經籍志』では 經部小學類六十九點
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子部類書類については、 『韻府羣玉定本』 『韻府羣玉』 『增補韻府羣玉』三書共元陰時夫編陰中夫注、 『五車韻瑞』明凌稚隆








雜家類は「雜書」部としては最も適合する類目であるといえよう。ただ『提要』にみえる雜家の定義は屬目を設けて詳細であるが、 『經籍志』の場合、個々の文獻の内容自體が雜多である故に雜書扱いするのか、 『經籍志』部目の總體それ自體が雜多で 故に雜書扱いなのか、かなり不明瞭な樣相を呈している　
たとえば『提要』に、 『千頃堂書目』の例を引いて「於寥寥不能成 者、併入雜家」とあるのは、當類を構成す 文獻が


































































































のことであろう。微妙な誤字省文等の事例をあげて文字遣いの正確を期そうとするもののようである。本文直音は天文・地理・人事・鳥獸等の類別に、部首別を設け文字 配し 音註 附したものである。 『急就篇』漢史游撰・唐顔師古注・宋王應麟音釋は、全文一字も重複することなく物名姓 等を列したもので、 『提要』に「不僅爲童蒙識字之用矣」との評價がある。基本は初學者用の文 テキストである。　
經部樂類は『陳氏樂書』宋陳暘撰の一書である。 『提要』に 前半は各經からの引用に訓義を施し、後半はもっぱら樂關
係の記述であって、 「引據浩博、辨論亦極精審」との評價がある。　






史部地理類『銅陵縣志』淸李靑巖等編、 『九華山志』淸喩成龍等編、 『輿圖摘要』明李日華撰等、いずれも史部地理類 し
て異動なきものである。　






子部術數類について、 『楊氏太玄經』漢楊雄撰は『周易』になぞらえた楊氏の占論 、内閣では術數類數學に配する。 『星
學綱目』明楊淙撰は、内閣に『新刊京本釐正總括天機星學正傳』別名『星學綱目正傳』というものがそれであろう。 『鬼谷子』に繫がりをもち、五行・天地・十二支等に關わる星命の書である。 『神相全編』宋陳搏撰は、これも『鬼谷子』 『鶡冠子』に繫がる雜占の書で 相法を中心に記述する。 『天文大成』淸黃鼎撰は、 『提要 に災祥を主として古今の天文占候を編錄したものであ という。　
子部藝術類は書畫音樂等技藝に關わる類 である。 『太古遺音 楊掄撰 内閣に鈔本があり、序の首題に「太古遺音」
の名がある。内容は琴 關する總論 帙題「琴譜合璧」が内實に適う標題 ろ 『琴譜全書』は撰人ならびに實本を
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措定しえないが、標題からして子部藝術類音樂屬に配當されることに疑問はない。 『適情雅趣』明徐芝撰は棋譜を集めたもので、藝術類中の雜藝に配される文獻である。 『八種畫譜』明黃鳳池編ならびに『圖繪宗彝』明楊爾曾撰は藝術類書畫屬畫に、 『王氏書苑』明王世貞編は藝術類書畫屬書に配當される。　









等二十六類に分門して故事を編集したものである。 『秇林伐山』明楊愼撰は語句を名目としてこれに故事を配するもので、特に名目間に分類があるようには思えない  子部小説家類について、 『埤雅廣要』明牛衷撰は、 『提要』に陸佃の『埤雅』を補正したというが、その實内容は雜然とし
て取るに足りず、小説家 配す という。 『開卷一笑』明李贄 滑稽本あるいは「笑話」 類す ものであろう。 『燕居筆記』明何大掄撰は、詩・詞・文等文體を十八種に分け、小説や故事のごときものを配置する。　
子部道家類『太上感應篇』題老子撰は道教の經典で、勸善懲惡の説を述べる。 太上感應篇箋註』はその注釋であるが、
誰の注であるか明確ではない。　














經部禮類については、 『齊家寶要』は家禮を中軸にすえたもので、 『周禮』 『儀禮』 『禮記』といった經 とは異なる文獻を
取り上げて る。その點『射禮』の内容が注目されるが、詳細が不明なのは如何ともしがたい。一方『經籍志』經書には『文公家禮』二點が載せられているが、經書部の分析にも述べたように は朱熹尊崇による非經書を經書扱いする方向が極めて大きく、そのことにこの點も連動する可能性があ 。經部小學類の『幼學須知』 『急就篇』については、童蒙初學對象の字書といったもので、非經書 扱いとなっ もので ろう 『陳氏樂書』は音樂關係書として、後の子部藝術類の琴譜等と同列の扱いとなったと考えられる。　
史部史鈔類『便蒙指南鑑畧』 『捷錄法原』の二點は、既成の史書の摘錄ではなく、新 に書き下ろされた通史である點
に、 『經籍志』史書に配される史鈔類文獻と 相違がある。 『古今人物論』は『提要』にいう史評と總集の間というような曖昧さを内包するもので、これが雜書配當の根據の可能性がある。史部地理類六點については、 『經籍志』史書に同系の文獻が著錄 れているため、ここで に疑問があ 編者 地理文獻を史書扱いすることへの疑念があったものかもしれない。　
史部傳記類については、 『千古奇聞』 『縉紳便覽』の二書につき原本を調査しえなかったの 、詳細は不明である。 經籍
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志』史書には『歷代相臣傳』 『列女傳』等があり、それらと異なる部分があったと思われる。 『縉紳便覽』は當時の名人紳士錄のようなものであろうから、歷史上の名人とは異なる人物を對象とした文獻かもしれない。 『國史經籍志』は目錄で、一點のみ 著錄である。　
子部法家類『敬由編』は獄訟刑法に絞られた文獻で、單本である。術數類『楊氏太玄經』 『星學綱目』明楊淙『神相全
編』 『天文大成』は、いずれも天文やそれに關わる雜占の書といえるもので、方向性は明白である。藝術類『八種畫譜』 『太古遺音 琴譜全書 『適情雅趣』 『圖繪宗彝』 『王氏書苑』も、書畫音樂雜藝に限定されている。またその意味で譜錄類 群芳譜』 『墨苑』 『梅譜』 『陶朱公致富奇書』 『宣和博古圖錄』 『花鏡』も、對象の相違はあるが圖錄という意味で方向性は明白である。類書類の諸書については、 『經籍志 事類に同系の文獻があり、ここに配當される『金璧故事』 『日記故事』 秇林伐山』等については、すっきりしない。小説家類は、 『埤雅廣要』に關する 提要 に内容の 然たることを指摘するところがあり、 『開卷一笑』 『燕居筆記 にもその意識の反映はあろう。道家類の二點は道教文獻である。　
集部總集類の『樂府廣序』は、詞曲類の『萬花臺曲 『六十種曲』 『雍煕樂府』等と同系書で、詞曲關係を雜書扱いとした

































































子部類書類『四六鴛鴦譜』明陰化陽等輯は未詳、 脩辭指南 明浦南金編は、全書 天文・地理・人物等二十部に分か
ち、さらに象緯類・歳時類・災祥類等に細分して解説を加えたもので、明らかに 書の形式をとっている。 『翰墨大全』は恐らく『事文類聚翰墨大全』元劉應李編であろう。これも典型的類書 一例である。　
詩文については全十三點の編入があるが、重大な問題を孕む事例 ないようである。 『詩對押韻』は韻ではなく詩に重點







































い。 『性命圭旨全書』は内閣に『性命雙收萬神圭旨』宋尹淸和撰とあるもので 書名に「全書」を附する文獻は未見である 道教と藥品との關連は周知のことで、ここにもその余波が及んでいると見るべきか。重點の置き方如何でどのようにも變化しうる記載である。　
子部小説家類は『山海經廣註』淸吳任臣撰の一書である。 『山海經』それ自體は『道藏』に收載されていることもあっ
て、道書 配當される妥當性は というべきであろう。　



















總目』における四部分類に抵觸す 事例が多々現れたのである。そのことについては、各項における編入文獻のところで簡略な傾向性 ついてのコメントを附しておいた。ただ『經籍志』におけ そうした狀況が 果たして江戸期成立の目錄に全て該當するものか否かについては、廣く他の 時の目錄を見渡してみ 必要がある。本稿で 『芸暉閣經籍志』一書に限って檢討を加えたが、その見解 妥當性は、他の江戸期成立の目錄を見、内容も確認した上で判斷するべきものであろう。　
全體的傾向として、專門性の強い醫書・兵書・道書・佛書・銀鉤書藪に關しては、他部からの編入は皆無の部も含めて極














支配の一元化の手段として機能しうるという意味で、經學の意味を踏み外しては ないが、中國での經槪念の嚴密さとはやはり相容れない。經 根源のテキストであって 宋 はその解釋ならび その哲學的大系學 ある。註疏も經書解釋であるが、訓古を基本として新たな哲學を構築す ことはない。新たな哲學は諸子な だとするのが中國的思惟なのであろう。本目錄はこの點でも經の槪念を擴大 ている。　
詩文集への擴大、これも上記と同樣の精神活動によって、宋學に關わるか關わりうる人物 詩文別集等を 書化 。
　
一方では反朱子學派をも取り込むこと。これは朱子學と對置される思想においても、與えられるべき場所があるとする考
えである。ここには槪念を排他的嚴密さで固定 ようとする はなく、包括的 曖昧さによって多樣なも を取り込むことを表しているよう 思える。　
儒教に立脚するものではあっても 直接經學と 認 さ ない勸善懲惡書や倫理道德の普及書なども經書とする。人間の
肥前鍋島藩における漢籍の受容
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活動の正しい指針を示すことが、中國的經學文獻では十分對應しきれないとの判斷があるだろうか。それは經學の持つ論理的正當性や、合理性のみならず、個々の人間に付與される性善説的曖昧さと結びつく觀念ではないだろうか。この點には日本獨自の思考形態が内包されているようにも思えるのである。　『經籍志』の成立が寬政四年頃以後とすれば、幕府による寬政異學の禁と『經籍志』が連動するのではないか、との憶測も促されるが、既に述べたようにその可能性は低いのであって、宋學や朱子學が經に取り込まれる事象は、 『經籍志』編纂における獨自の見解、獨自の判斷の表れと理解するのが妥當であろう。芸暉閣の造營に關わった鍋島綱茂の儒學傾倒は古文書中 も明らかなことで 將軍綱吉へ 『論語』の進講等將軍家ひい は林家との關係の深さからの影響も、ここでは考慮に入れる必要があろう。
 
　
ただ以上の特性が『芸暉閣經籍志』のみの特性であるのか、こうした分類傾向が他にもあるのか、については廣く他の當
時の目錄を見渡してみる必要がある。それについてはまた稿を改めて檢討する予定である。 （了）　【キーワード】　　
・江戸時代
　
・漢籍
　
・目錄
　
・鍋島藩
　
・分類
